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１
　
仏
像
に
つ
い
て

仏
像
ブ
ー
ム
が
い
わ
れ
て
久
し
い
。
最
近
は
若
い
女
性
の
姿
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。

昨
年
、
東
京
上
野
の
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

「
国
宝
阿
修
羅
像
」
は
、
天
平
美
術
の
頂
点
と
い
わ

れ
、
凛
凛
し
く
崇
高
な
少
年

の
よ
う
な
姿
に
多
く
の
人
が
引
き

つ
け
ら
れ
た
。

美
術
専
門
の
英

・
月
刊
誌

「
ア
ー
ト

・
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
」
四
月
号
が
、
二
〇
〇
九
年
の
展
覧
会
入

場
者
数
ラ
ン
キ
ン
グ

の

一
位
で
あ

っ
た
と
発
表
し
た
。
阿
修
羅
展
の
入
場
者
数
は

一
日
平
均

一
万
五
九
六

〇
人
に
達
し
た
と
い
う
。



私
が
仏
像
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
三
度
目
の
大
阪
で
の
単
身
赴
任
生
活

（
一
九
八
八

～

一
九
九
〇
）
に
起
因
す
る
。
折
角
の
機
会
を
活
か
す
た
め
の
何
か
意
義
あ
る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
考
え

た
。
関
西
に
は
豊
か
な
歴
史
の
土
壊
が
あ
る
。
京
都
は
あ
る
程
度
判

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
、
奈

良
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
。
そ
う
だ
、
古
代
が
息
づ
く
奈
良

へ
足
を
向
け
よ
う
。
そ
う
思
い
立

っ
た
の

で
あ
る
。

大
和
路

へ
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
に
し
た
。　
一
つ
一
つ
の
古
刹
に
お
参
り
す
る
前
に
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
判

っ
て
き
た
。

大
和
路
の
自
然
の
た
た
ず
ま
い
、
四
季
を
彩
る
名
も
な
い
草
花
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
風
の
音
、
土
の
匂

い
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
心
を
慰
め
て
く
れ
る
も
の
で
浴
れ
て
い
た
。

新
薬
師
寺
か
ら
紅
葉
に
染
ま
る
滝
坂
の
道
を
越
え
、
柳
生
街
道
に
面
し
て
、
藤
原
期
の
浄
土
式
庭
園
を

前
に
し
た
円
成
寺
に
辿
り
着
く
。
こ
こ
で
は
、
運
慶
二
〇
代
の
傑
作
、
若
々
し
く
生
気
に
満
ち
た

「大
日

如
来
坐
像
」
に
対
面
す
る
。
そ
の
と
き
の
感
動
は
、
今
で
も
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

古
寺
巡
礼
の
旅
は
、
大
和
、
山
城
を
は
じ
め
と
し
て
、
か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
近
江
、
播
磨
、

紀
州
、
若
狭
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
名
刹
や
仏
像
と
の
遊
遁
が
あ

っ
た
。



自
洲
正
子
は
、
名
著

「十

一
面
観
音
巡
礼
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「昔
、
亀
井
勝

一
郎
氏
は
、
信
仰
と
鑑
賞
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
信
仰
の
な
い
も
の
が
仏
像
を

美
術
品
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
確
か
に
正
論
で
あ
る
。
が
、

音
の
人
の
よ
う
な
心
を
持
て
と
い
わ
れ
て
も
、
私
達
に
は
無
理
な
の
で
、
鑑
賞
す
る
以
外
に
仏

へ
近
づ
く

道
は
な
い
。
多
く
の
仏
像
を
見
、
信
仰
の
姿
に
接
し
て
い
る
間
に
、
私
は
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
感
動
が
、
仏
を
感
得
す
る
喜
び
と
、
そ
ん
な
に
違
う
筈
は
な
い
。
い
や
、
違
っ

て
は
な
ら
な
い
の
だ
、
と
信
ず
る
に
至
っ
た
。
」

私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
。

２
　
巡
礼
と
は

広
辞
苑
に
よ
る
と
、
巡
礼
を

「信
仰
に
よ
っ
て
聖
地

ｏ
霊
場
を
巡
拝
す
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
パ

レ
ス
チ
ナ
巡
礼
、
回
教
徒
の
メ
ッ
カ
巡
礼
、
わ
が
国
で
は
西
国
巡
礼
で
知
ら
れ
る
西
国
三
十
三
所
の
観
音

霊
場
の
巡
礼
や
、
弘
法
大
師
信
者
の
四
国
八
十
八
所
回
り
の
類
」
と
定
義
し
て
い
る
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
宗
教
的
な
聖
地
巡
礼
は
盛
ん
で
、
わ
が
国
で
最
も
著
名
な
の
は
、
西
国
三
十
三



第

１

一

ｒ

　

Ｉ́
Ｌ

所
と
四
国
八
十
八
所
の
巡
礼
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
パ
レ
ス
チ
ナ
巡
礼
以
外
で
も
、
北
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
巡
礼

（聖
人
ヤ
コ
ブ
の

墓
）
や
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
巡
礼

（聖
母
マ
リ
ヤ
信
仰
）
な
ど
が
有
名
で
、
後
者
は
年
間
の
巡
礼
者

は
三
五
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

宗
教
学
者
山
折
哲
雄
は
、
イ
ン
ド
、
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
多
く
の
聖
地
を
巡
礼
し
て
い
る
。
彼

は

一
神
教
と
多
神
教
の
巡
礼
は
異
な
る
と
い
う
。

彼
の

「西
行
巡
礼
」
に
よ
る
と
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

一
生
に

一
度
は
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
の
巡
礼
を
夢
見

る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
ひ
と
た
び
メ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
天
国
行
き
の
切
符

を
手
に
し
た
と
固
く
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と

っ
て
、

エ
ル
サ

ン
ム
や
メ
ッ
カ
は
、
文
字
通
り
世
界
の
中
心
で
あ
り
、
宇
宙
の
根
源
で
あ
る
。
彼
ら
は
文
化
や
人
種
や
言

語
の
違
い
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
こ
の
中
心
に
向
か
っ
て
巡
礼
の
旅
を
試
み
る
。
こ
う
し
て

キ
リ
ス
ト
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
の
聖
地
巡
礼
は
、
世
界
の
中
心
に
向
か
っ
て
の
往
復
運
動
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
イ
ン
ド
の
よ
う
な
多
神
教
的
な
文
化
風
土
で
は
、
代
表
的
な
巡
礼
路
は
円
環

状
に
巡
り
歩
く
こ
と
か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
。
「聖
地
の
巡
礼
が
こ
の
よ
う
に

一
種
の
円
運
動
を
つ
く

っ



て
い
る
の
は
、
そ
の
円
周
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
神
を
祀
っ
た
聖
地
が
点
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
う
」

と
い
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
西
国
札
所
も
四
国
札
所
も
円
運
動
で
あ
る
。

文
芸
春
秋
平
成
二
十
二
年
二
月
号
の
、
女
流
俳
人
黛
ま
ど
か
の
エ
ッ
セ
イ

「
日
本
人
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

が
興
味
深
い
。

北
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
巡
礼
に
参
加
し
た
と
き
、
起
点
で
巡
礼
証
明
書
の
交
付
を
拒
否
さ
れ
た
。

理
由
は

「詩
を
作
り
た
い
な
ら
他
の
道
を
歩
け
。
物
見
遊
山
の
人
間
が
い
る
と
、
敬
虔
な
巡
礼
者
が
迷
惑

す
る
」
と
い
う
の
だ
。

何
と
か
許
可
を
得
て
、
巡
礼
路
を
辿
り
、
路
傍
の
小
さ
な
花
を
眺
め
、
大
樹
の
懐
に
抱
か
れ
、
水
辺
で

鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
ん
な
彼
女
を
み
て
、
メ
キ
シ
ョ
の
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
青
年
が

「あ
な
た
の
歩
き
方
は
巡
礼
で
は
な
い
。
寄
り
道
を
せ
ず

一
歩
で
も

一
秒
で
も
早
く
神
に
近
づ
く
こ
と
が

巡
礼
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

彼
女
は
西
洋
的
な

一
直
線
の
道
を
、
寄
り
道
を
す
る
こ
と
で
結
果
的
に
巡
っ
て
歩
い
た
の
だ
。
遠
い
異

国
の
地
で
感
じ
た
の
は
、
芭
蕉
が
詠
ん
だ

「奥
の
細
道
」
の
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。

私
は
、
古
稀
ま
で
に
、
西
国
二
十
三
所
と
関
東
の
坂
東
三
十
三
所
、
秩
父
三
十
四
所
を
合
わ
せ
、
百
観



音
の
巡
拝
を
計
画
し
た
。

坂
東
は

一
九
九
五
年
に
、
秩
父
は

一
九
九
六
年
に
、
そ
う
し
て
待
望
の
西
国
は
、　
一
九
九
八
年
に
満
願

打
ち
納
め
と
な
り
、
百
観
音
巡
礼
を
結
願

（ケ
チ
ガ
ン
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

巡
礼
に
加
わ
る
に
当

っ
て
、
先
ず
念
頭
を
よ
ぎ

っ
た
の
は
、
「自
分
の
よ
う
に
宗
教
心
の
な
い
者
が
参

加
し
て
よ
い
の
か
」
と
の
自
間
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

参
加
者
の
過
半
数
は
、
定
年
退
職
で
区
切
り
を
つ
け
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
し
た
い
と
い
う
動

機
で
あ

っ
た
。
非
日
常
の
時
間
を
体
験
し
た
い
と
い
っ
た
好
奇
心
も
あ

っ
た
と
思
う
。

巡
礼
は
得
難
い
体
験
で
あ

っ
た
。
巡
礼
に
参
加
し
た
者
で
な
け
れ
ば
判
ら
な
い
、
貴
重
な
充
実
感
と
達

成
感
に
満
た
さ
れ
た
。

三
十
二
番
札
所
で
別
れ
を
惜
ん
だ
巡
礼
の
友
の
幸
せ
を
祈
り
た
い
と
思
う
。
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３
　
西
国
二
十
三
所
巡
礼

（１
）
歴
史

わ
が
国
で
は
歴
史
が
最
も
古
く
、
最
も
参
拝
者
が
多
い
。

伝
説
の
域
を
出
な
い
が
、
ど
の
書
物
で
も
、
西
国
観
音
巡
礼
は
養
老
二
年

（七

一
八
）
大
和

・
長
谷
寺

の
徳
道
上
人
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。

徳
道
上
人
に
よ
る
巡
礼
は
発
展
し
な
か
っ
た
。

平
安
時
代
に
入
り
、
第
六
五
代
花
山
天
皇
は
、
在
位
わ
ず
か
二
年
で
皇
位
を
退
き
、　
一
九
才
の
若
さ
で

出
家
し
て
法
皇
と
な
る
。
「大
鏡
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は
藤
原
氏
の
謀
略
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

花
山
法
皇
は
、
河
内
磯
長

・
石
川
寺
の
仏
現
上
人
を
戒
師
と
し
て
得
度
授
戒
を
受
け
た
。
播
磨

・
円
教

寺
の
性
空
上
人
と
摂
津

。
中
山
寺
の
弁
光
上
人
等
を
伴

っ
て
、
霊
場
を
巡
礼
さ
れ
復
興
さ
れ
た
。
永
延
二

年

（九
八
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。

花
山
法
皇
は
中
興
の
祖
と
さ
れ
、
今
年
五
月
ま
で
、
花
山
法
皇
示
寂
千
年
大
遠
忌
と
し
て
、
関
西
で
は

西
国
巡
礼
が
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

西
国
二
十
三
所
の
番
外
と
さ
れ
る
法
起
院
、
元
慶
寺
、
花
山
院
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
徳
道
上
人
、
花
山



フェリー 0サンフラワー号の船中で一泊。翌朝早い時刻の
洋上の情景。

法
皇
に
因
む
寺
院
で
あ
る
。

（２
）
順
路

西
国
三
十
三
所
は
、
熊
野
那
智
の
青
岸
渡

寺
を
第

一
番
と
し
、
大
和
、
洛
中
、
近
江
の

古
寺
を
中
心
に
近
畿

一
円
を
め
ぐ
り
、
第
二

二
番
美
濃

・
華
厳
寺
で
終
る
巡
礼
コ
ー
ス
と

な

っ
て
い
る
。

古
く
は

一
番
大
和

。
長
谷
寺
、
三
二
番
宇

治

・
三
室
戸
寺
と
し
、
創
始
者
の
徳
道
上
人

を
意
識
し
、
平
安
時
代
の
時
代
背
景
が
反
映

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
幾
多
の
変

遷
を
経
て
、
現
行
の
姿
に
な

っ
た
の
は
室
町

時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。

″伊
勢
参
り
″
と
か

″熊
野
詣
で
″
と
の

結
び

つ
き
か
ら
、
那
智
の
青
岸
渡
寺
を

一
番



紀伊勝浦港に接岸したサンフラワー号の勇姿。

と
し
て
、
中
山
道
を
経
て
江
戸

へ
の
利
便
性
か

ら
、
美
濃
の
華
厳
寺
が
三
二
番

へ
と
変

っ
た
と

の
推
論
を
す
る
向
き
も
あ
る
。

私
が
巡
礼
に
参
加
し
た
と
き
の
出
発
点
は
、

東
京

。
有
明
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ

っ
た
。

フ
ェ
リ
ー

・
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
号
で
夜
七
時
五
〇

分
出
航
、
船
中

一
泊
し
て
、
翌
朝
八
時
五
分
紀

伊
勝
浦
港
に
到
着
、
そ
の
足
で
那
智
の
滝
を
拝

む
。
実
に
心
憎
い
ば
か
り
の
演
出
で
、
見
事
に

巡
礼
者
に
変
身
し
た
も
の
だ

っ
た
。

西
国
三
十
三
所
を
、
現
在
の
行
政
区
画
で
分

類
す
る
と
、
京
都

一
一
、
滋
賀
六
、
大
阪
、
兵

庫
、
奈
良
各
四
、
和
歌
山
三
、
岐
阜

一
と
な
る
。

京
都
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
平
安
時
代
の
設



上陸するとその足で那智の滝を拝む。

計
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

太
平
洋
と
日
本
海
、
海
と
山
と
湖
、
山
岳
と
都
邑
な
ど
、
対
比
を
は
っ
き
り
と
示
し
な
が
ら
、
そ
の
な

か
で
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
、
厳
し
い
修
業
の
側
面
を
も
つ
巡
礼
者
に
、
温
か
い
心
づ
か
い
を
感
じ



さ
せ
る
配
置
で
は
な
か
ろ
う
か
。

紀
州
路
、
大
和
路
、
近
江
路
、
播
磨
路
、
丹
波
、
丹
後
、
若
狭
、
洛
中

へ
と
広
が
る
西
国
巡
礼
の
道
程

は
、
魅
力

一
杯
で
い
つ
ま
で
も
脳
裏
に
浮
か
ん
で
離
れ
な
い
。

（３
）
宗
派

・
本
尊

西
国
二
十
三
所
の
所
属
す
る
宗
派
を
み
る
と
、
真
言
宗

一
五
、
天
台
宗

一
三
で
大
半
を
占
め
て
い
る
。

平
安
時
代
の
真
言
宗

。
天
台
宗
と
い
え
ば
、
仏
教
と
山
岳
信
仰
と
の
融
合
し
た
山
岳
仏
教
を
連
想
す
る
。

山
中
で
の
修
行
の
た
め
、
寺
院
は
深
山
幽
谷
に
位
置
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。

西
国
三
十
三
所
で
は
、
巡
礼
者
を
苦
し
め
る
、
所
謂
難
所
と
い
わ
れ
る
札
所
が
あ
る
。
次
に
列
記
す
る

が
、
札
所
番
号
は
丸
に
数
字
で
示
す
。

④
　
施
福
寺

（大
阪

・
和
泉
）

槙
尾
山

（海
抜
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
に
あ

っ
て
、
片
道

一
。
一
キ
ロ
の
山
道
で
急
坂
で
あ

る
。
二
〇
才
の
空
海
が
こ
こ
で
剃
髪
し
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。



⑪
　
上
醍
醐
寺

（京
都

・
伏
見
）

醍
醐
山

（海
抜
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
ま
で
、
片
道
ニ
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
途
中
に

「あ

あ
、
醍
醐
味
な
る
か
な
」
と
嘆
賞
し
た
と
い
わ
れ
る
井
戸
が
あ
る
。
本
尊
は
准
抵
観
音
。

⑫
　
観
音
正
寺

（滋
賀

。
安
土
）

キ

ヌ
ガ

サ

徹
山

（海
抜
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
、
片
道
ニ
キ
ロ
と
は
い
え
険
し
さ
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ

る
。
急
坂
な
の
と
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
巡
礼
泣
か
せ
の
山
道
が
続
く
。

昔
、
難
所
と
し
て
知
ら
れ
た
②
円
教
寺
は
、
中
腹
ま
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
つ
い
て
便
利
に
な

っ
た
。

④
成
相
寺
も
、
中
腹
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
で
き
る
。

西
国
三
十
三
所
の
札
所
寺
院
の
本
尊
は
、
千
手
観
音

一
二
、
十

一
面
観
音
九
、
如
意
輪
観
音
六
、
聖
観

立塁

一、
不
空
霜
索
観
音

・
准
抵
観
音

・
馬
頭
観
音
各

一
と
な

っ
て
い
る
。

（４
）
特
徴

西
国
三
十
三
所
は
、
他
の
札
所
に
比
べ
て
、
格
式
の
高
い
規
模
の
大
き
い
有
力
寺
院
が
多
い
。



本
山
寺
院
が

一

（注
）

②
紀
三
井
寺

⑩
三
室
戸
寺

⑮
観
音
寺

ま
た
、
札
所
寺
院
が
、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
例
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

思
い
つ
く
ま
ま
に
記
す
。

①
青
岸
渡
寺
　
那
智
の
滝
と
熊
野
那
智
大
社

③
長
谷
寺
　
　
一二
九
九
段
の
廻
廊
と
本
堂
の
外
舞
台

⑬
石
山
寺
　
　
近
江
八
景

。
「石
山
の
秋
月
」

⑭
三
井
寺
　
　
近
江
八
景

・
コ
一井
の
晩
鐘
」

⑩
清
水
寺
　
　
清
水
の
舞
台
と
音
羽
の
水

②
円
教
寺
　
　
別
名
‥
「西
の
比
叡
山
」

④
成
相
寺
　
　
日
本
三
景

・
天
の
橋
立

⑩
宝
厳
寺
　
　
琵
琶
湖
の
宝
石

・
竹
生
島

二

（注
）
を
数
え
る
ほ
か
、
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
名
刹
が
目
立
つ
。

③
粉
河
寺
　
③
長
谷
寺
　
⑨
興
福
寺

①
　
醍
醐
寺
　
⑬
石
山
寺
　
⑭
　
一三
井
寺

⑩
清
水
寺
　
②
中
山
寺
　
④
成
相
寺



（５
）
京
都
の
主
な
札
所
ほ
か

京
都
府
に
所
在
す
る
札
所
は

一
一
、
そ
の
う
ち
市
内
は
、
近
郊
宇
治
を
含
め
八
で
あ
る
。

京
都
に
関
心
の
あ
る
方
に
、
是
非
訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
札
所
を
採
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

⑩
　
一二
室
戸
寺

（宇
治
）

光
仁

・
花
山

。
自
河
の
三
帝
の
離
宮
の
跡
。
格
式
高
く
、
重
層
の
本
堂
と
二
重
塔
が
、
背
後
の
山
に
映

え
て
美
し
い
。

源
氏
物
語
宇
治
十
帖
の
舞
台
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
、
「
浮
舟
の
古
蹟
」
が
参
道
の
か
た
わ
ら
に
あ
る
。

初
夏
に
は
、
紫
陽
花
で
全
山
を
彩
る
。

⑮
　
今
熊
野

・
観
音
寺

（東
山
）

東
大
路
の
泉
涌
寺
道
か
ら
東

へ
入
る
と
、
俗
塵
を
離
れ
て
静
寂
そ
の
も
の
の
世
界
と
な
る
。

「
み
て
ら
」
の
尊
称
で
知
ら
れ
る
、
皇
室
の
菩
提
寺

・
泉
涌
寺
の
塔
頭
で
あ
る
。
弘
法
大
師
を
開
基
と

す
る
と
伝
え
ら
れ
、
大
師
ゆ
か
り
の
泉
が
あ
る
。
最
盛
期
に
は
二
八
の
荘
園
を
も

っ
て
い
た
と
い
う
。

①
・
清
水
寺

（東
山
）



六角堂。頂法寺には有名な「へそ石」がある。ここが京の

町の中心 へ`そ、であるともいう。

西
国
三
十
三
所
を
代
表
す
る
看
板
寺
院
で

あ
る
。
坂
上
田
村
麻
呂
の
寄
進
が
は
じ
ま
り

と
い
う
。

音
羽
の
滝
の
水
と
、　
三
二
九
本
の
柱
に
支

え
ら
れ
た
清
水
の
舞
台
か
ら
眺
め
る
景
観
は
、

あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

広
く
人
口
に
檜
久
さ
れ
て
い
る
の
で
、
説

明
を
要
し
な
い
。

①
　
エハ
波
羅
密
寺

（東
山
）

″市
の
聖
″
念
仏
の
空
也
上
人
の
開
基
に

な
る
。
寺
院
は
、
民
衆
の
な
か
で
生
き
た
上

人
ら
し
い
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

宝
物
殿
に
は
、
有
名
な
空
也
上
人
立
像
が

あ
る
。
日
か
ら
六
体
の
阿
弥
陀
仏
を
出
す
遊

行
の
姿
は
、
強
い
感
動
を
う
け
る
。
本
尊
の



第31番札所長命寺の麓の湖畔には「琵琶湖周航の歌」の
歌碑が異彩を放っている。

国
宝
十

一
面
観
音
立
像
は
、
秘
仏
で
公
開
さ

れ
な
い
が
、
地
蔵
菩
薩
立
像
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
傑
作
が
待
ち
う
け
る
。

①
　
エハ
角
堂

・
頂
法
寺

（中
京
）

鳥
丸
通
り
を
北
上
、
六
角
通
り
を
右
折
す

れ
ば
、
す
ぐ
左
手
が
六
角
堂
で
あ
る
。

境
内
に
、
京
の
町
の
中
心
を
示
す
、
六
角

形
の

「
へ
そ
石
」
が
あ
る
。
華
道
は
元
来
、

仏

へ
の
献
花
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
、
池
坊

の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
を
開
基
と

し
、
太
子
の
お
供
を
し
た
小
野
妹
子
が
、
仏

前
に
花
を
供
え
た
の
が
、
流
儀
の
開
祖
と
伝

え
ら
れ
る
。

④
　
成
相
寺

（宮
津
）



「琵琶湖周航の歌」の歌詞が亥1ま れている。

日
本
三
景
の

一
つ
、
天
の
橋
立
か
ら
は
近
い
。

観
光
船
で
対
岸

へ
渡
り
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
山

上
バ
ス
で
山
門
に
着
く
。

成
相
山
の
中
腹
か
ら
眺
め
る
景
観
は
、
正
に

絶
景
と
い
う
ほ
か
な
く
、
雪
舟
の
国
宝

「橋
立

図
」
を
想
起
す
る
。

成
相
寺
が
保
有
す
る
、
奈
良
時
代
の
半
珈
思

惟
像
の
小
金
銅
仏
を
、
東
京
で
み
た
こ
と
が
あ

る
。
開
創
は
七
〇
四
年
と
い
う
。

④
　
松
尾
寺

（舞
鶴
）

若
狭
の
西
端
に
あ
る
、
若
狭
富
士
と
も
呼
ば

れ
る
青
葉
山
の
中
腹
に
あ
る
。
西
国
札
所
の
な

か
で
、
本
尊
が
馬
頭
観
音
と
い
う
の
は
こ
こ
だ

け
で
、
国
宝

。
重
要
文
化
財
を
数
多
く
所
蔵
し

て
い
る
古
刹
で
あ
る
。

59



西国三十三観音霊場を巡拝して満願打ち納めとなり,
第二十二番札所華厳寺で受領 した「満願の証」

小
説
家
水
上
勉
の
故
郷
は
こ
の
近
く
で
、

小
説
の
舞
台
に
で
て
く
る
。
松
尾
心
空
住
職

は
、
三
高
の
出
身
で
あ
る
。

京
都
の
札
所
で
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も

登
場
し
て
ほ
し
い
の
が
、
①
長
命
寺
で
あ
る
。

①
　
長
命
寺

（近
江
八
幡
）

近
江
八
幡
の
水
郷
を
通
り
抜
け
、
長
命
寺

の
麓
ま
で
は
バ
ス
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
八
〇

八
段
の
石
段
を
上
る
と
、
本
堂

・
二
重
塔

・

鐘
楼

・
三
仏
堂
な
ど
の
、
雄
大
な
伽
藍
に
圧

倒
さ
れ
る
。

景
行
天
皇
の
頃
、
武
内
宿
爾
に
よ

っ
て
開

か
れ
た
と
い
う
か
ら
寺
歴
は
古
い
。
風
光
の

佳
さ
と
い
い
、
品
格
の
あ
る
姿
と
い
い
、
多



く
の
方
に
お
参
り
を
勧
め
た
い
と
思
う
。

「琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
で
は
、
西
国
十
番
長
命
寺
と
な

っ
て
い
る
が
、
西
国
三

一
番
が
正
し
い
。
湖
畔

に
は

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
歌
碑
が
あ
る
。

各札所で納経印を押捺していただいた
「納経帖」



４
　
あ
と
が
き

東
京
三
木
会
の
月
例
会
で
、
「
ス
ピ
ー
カ
ー
が
途
絶
え
そ
う
だ
か
ら
、
誰
か
名
乗
り
出
て
ほ
し
い
」

の
緊
急
提
案
が
あ

っ
た
。

同
期
の
Ｍ
君
の
勧
め
も
あ
り
、
後
日

「誰
も
い
な
け
れ
ば
、
ピ
ン
チ
ヒ
ツ
タ
ー
で
や
り
ま
し
ょ
う
」

回
答
し
て
実
現
し
た
の
が
、
今
回
の
テ
ー
マ

「西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
で
あ
る
。

四
月

一
七
日
の
定
例
会
で
話
し
た
こ
と
が
、
ど
う
し
た
経
路
で
伝
わ
っ
た
の
か
、　
〓

一月
に
な

っ
て
、

三
高
自
昭
会
か
ら

「
面
白
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
、
原
稿
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
」
と
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。

青
天
の
需
震
と
い
っ
た
気
持
で
、
急
遠
書
き
綴

っ
た
次
第
で
あ
る
。（元

。
（株
）
大
和
銀
行
　
常
任
監
査
役
）


